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術6　術前に膵管との交通が確認された膵MCTの前に腸管との交通が確認された勝MCTの

1例

生天目信之・ 岡 本 竹 司 ・ 大橋 泰博

佐 藤 攻 * ・ 小林正明・ 森 茂紀

柳 沢 善 計 * * ・ 黒 崎 亮 ・ 畠山 勝義
* * *

信楽園病院外科
*

同 内科
* *

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器 ･
一

般外科学分野
* * *

【は じめ に】 輝 M C T は粘液産生上皮か ら な る

嚢胞性腫填 で卵巣様問質を持つ もの と定義され
,

通常若年女性に 発症 し牌体尾部 に 好発
,

腫癌は厚

い 皮膜 に覆われ月華管と の 交通はな い 事が多い . 今

r司術前に輝管と の 交通が確認された輝 M C T の 1

例を経験 し た ため報告する .

【患者】 3 1 歳, 女性 .

【主訴】 腹痛 .

【現病歴】 約 1 年前より腹痛出現
,
自然軽快を繰

り返す. 1 ケ 月前より腹痛持続
,
当科人院.

【人院後経過】 精査 に て 揮 M C T と診 断し牌体

尾部切除 , 牌 切除術施行. 病理 : m u ci n o u s cy st a d e -

n o m a w ith o v a ri a n lik e st r o m a で
,
牌管部分で炎症

所見強く
,
同腫癌が月華管 へ 穿破 したと考 えられた .

7 I P M T の 1 切
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72 歳
,

男性 . 黄痘を指摘され当科紹介人院 . 検

査成績は T B il : 3 .8
,

s - A m yl a s e : 3 8 2
,

A L P : 1 2 2 2

と 高値を示 し た. 腹部 エ コ ー

,
C T で は膝頭部 に

3 c m 大 の 嚢胞 を認めた
. E R C P で は乳頭開 口部 は

著 明に関大 し粘液を産生 し て い た . 主月畢管は拡張

し
, 分枝 の 嚢胞状拡張が認め られた. 胆管 か ら の

I D U S で は牌頭部 に 主牌管と連続する隔壁 を有す

る嚢胞が認め られ
, 月華管 か ら の I D U S は嚢胞内の

描出とな っ た が嚢胞径は 3 2 m m
,

1 0 m m 径 の 乳頭

状隆起が疑われた . E U S で は嚢胞状 に拡張し た分

枝に 7 m m の 隆起 が疑われた
. 細胞診 は cl a s s Ⅲ

で あ っ た が黄痘 が 出現 し た こ と
,

拡張分枝径 が

2 5 m m 以上
,

乳頭状隆起 が 6 m m 以上あ る こ とよ

り少なくとも腺腫以上 の IP M T を疑 い
, 十二指腸

温 存牌頭 十 二 指腸 切除 を 行 っ た . 病理 診断 は

I nt r a d u ct al p ap ill a ry m u ci n o u s a d e n o m a で あ っ た
.

8 　 膵 体 部 癌 長 期 生 存 の 1 例
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〔症例〕 82 歳男性

平成 5 年 1 2 月 2 8 日食欲不振 ,
上腹部痛に て 当

院内科初診. 精査に て 主月華管 の途絶と末梢牌管 の

拡張を認め た .

平成 6 年 3 月 1 6 日
, 牌摘月琴尾部切除術施行. 術

後病理 で in v a si v e d u ct al c a .
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術後 6 年を経過し現在再発の 所見なく外来通院

を行 っ て い る .

9 　 新 規 約 に お け る 腫 瘍 径 の 取 り 扱 い 方 と 臨 床 的
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【背景】月琴癌取 扱 い 規約第 5 版 は大幅 に 改訂さ

れ
,

腫癌径は浸潤癌部 の みと し
,

上皮内進展距離

は別記する こ と が明記 された
.

【目的】 浸潤部腫癌径 が 2 0 m m 以下 の 癌 (t s l -

i n v) の うち
,
上皮内進展を含め た腫癌径が 2 0 m m

以下 で あ る ( t sl 群) と 2 0 m m 以 上 と な る 癌

(t s 2 ･ t s 3 群) と を新規約 に 基づ き比較検証 し た .

【対象】 通常型腸管癌 t sl - i n v 癌 2 0 例

【結果】 上皮内進展を含め ると 1 1 例 は t s l 癌
,
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